
忘
れ
な
い
で
！

多
く
の
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）

の
発
生
か
ら
、
１
月
1
7日
で
八
年
が
経
過

し
ま
す
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
、
地
震
の
恐
ろ
し

さ
や
、
防
災
意
識
が
薄
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

い
つ
、
ど
こ
で
大
地
震
が
起
き
て
も
不

思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
に
備
え
、

防
災
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で
話
し
合
う

な
ど
、
日
頃
か
ら
の
準
備
と
心
構
え
で

、

災
害
に
強
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
１
月
1
7日
糜
午
前
中
、
市
役
所

庁
舎
と
駐
車
場
で
、
大
地
震
発
災
を
想
定

し
た
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
間
、
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圈
防
災
課

登
3
6
6
・
7
3
0
9

○

災

害
へ

の
備
え

は
大

丈
夫
で

す

か

自

分

を
　

家

族

を
　

街

を

災

害

か

ら

守

る

１０

の

ポ

イ

ン

ト

《
日

頃

か

ら

の

備

え

》

①
初

期

消

火

や

応
急

手

当

を

覚

え

る

・
覚
え

て
お
け

ば
、
い
ざ
と

い
う

と
き
に
も

落
ち

着
い
て
対
処
で
き

ま
す

。

②
防

災

訓

練

や

自
主

防

災

組

織

に

参

加

し

、

助

け
合

え

る
街

づ

く

り

を

一
日

頃
か
ら
、

地
域

で
協
力
し
合

え

る
街
を
作
り

ま
し

ょ
う

。

・

近
所
に
住
む

お
年

寄
り
や
障
害

の
あ
る
人

、
外
国

の
人
な

ど
災
害

時

に

援

助

が
必

要

な
人

を

知
り

、

み

ん

な

で
助

け

道具とくらし学習資料展

る
佐
鍮
一
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

③

家
族
で
防
災

会
議

を

す

る

●
「
避
難
場
所
≒

緊
急
時

の
連
絡

方
法
≒

役
割
分

担
」
な
ど
を
決
め

て

お
き
ま
し

ょ
う

。

④
家

具
の

転

倒

や

家

屋

の

損
壊

を
防

ぐ

一
家
具

は
、
Ｌ
型
金
具
で
固
定
す

る
な
ど
、
倒
れ
な

い
工
夫
を
す

る
。

・
家
屋

の
耐

震
診
断
を
行

い
、
問

題
が
あ
れ

ば
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

保

存

食
糧

や

非

常

持

出
品

を

準

備

す

る

一
目
安
は
「
三
日
分
の
水

犹
糧
」
で

す
。

一
そ

の
他

、
簡
易
コ

ン
ロ
や
懐
中

電
灯
な
ど
生
活
用
品
も
。

一
非

常
持
出
袋
は
、
目
立
ち
や
す

く

持
ち
出
し
や
す

い
所
に
置
き
ま

し

よ
ヽ
つ
。

小学校の社会科教科書や副読本に登場する一昔前の生活用具や住ま

いの様子を展示します。また、一部の道具を実際に使ってみる体験コ

ーナーや体験教室などを通して、それらが使われていた時代の暮らし

ぶりや生活の変化について考えてみませんか。

どなたにも生活の変化や時代の流れを実感していただく展示内容に

なっていますので、ぜひお越しください。

圖市立博物館≫384-8272

会期…1月16 日田～3 月16 日（日）（月曜日･第4金曜日はｲ稲㈹

時間…午前9時30 分～午後5時（入館時間は午後4時30 分まで）

《

地

震

が

起

き

た

と

き

の

大

切

な

行

動

》

⑥
ま

ず

身

の

安

全

を
確

保

す

る

一
丈
夫
な
机

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の

下
に
身
を
伏
せ
ま
す

。

一
慌
て
て
外
に
飛

び
出
す

の
は
危

険
で
す

。

一
屋

外
で
は
、
か

ば
ん

や
本

で
頭

を
守
り
ま
し

ょ
う

。

⑦

落
ち

着

い

て

火

の
始

末

一
も
し
出
火
し
た
ら
、
揺

れ
が
収

ま

っ
て

か
ら
隣
近
所
に
声
を
か
け

て
、
協
力
し

て
消

火
し
ま
し
ょ
う

。

⑧
避

難

は

徒

歩

で

一

車

は

使
わ

な

い
で
く
だ

さ

い
。

渋

滞
の
原
因
に
な
け
ま
す

。

・
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
避
難

す

る
と
き
は
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、

電

気
の
ブ
レ
ー
カ

ー
を
落
と
し
て

く

だ
さ

い
。

会場…市立博物館企画展示室

費用…無料（常設展は有料）

展示内容…展示資料約200 点

●道具のうつりかわり

●写真で見る松戸の今と昔

●台所と居間の道具

70 ～60 年くらい前の台所と居間

かまど・かま・なべ・ちゃぶ台・

⑨
塀

際

や

が

け

に

は

近
寄

ら

な

い一
狭

い
路
地

や
塀

際
は
、
か
わ

ら

が
落
ち

た
り

ブ
ロ
ッ

ク
塀
な

ど
が

倒

れ
て
く

る
危

険
が
あ
り
ま
す

。

⑩
正

し

い

情

報

を
入

手

す

る

●
デ
マ
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
ラ

ジ
オ
、

テ
レ

ビ
、
公

共
機
関
か
ら

の
情
報

を
入
手
し

ま
し

ょ
う

。

・
不
要
不

急
の
電
話
は
か
け
な

い

で
く

だ
さ

い
。
電
話

が
か

か
り

に

く
く

な
り

、
救
援
活
動
に
支

障
を

来
た
し

ま
す
。

防 災 講 演 会

日時…1月17日銜午後塒30 分開場(2

時開演)

会場…市民会館

内容…｢より良く生きるための防災｣

をめざして

定員…先着100人
費用…無料

圃電話で防災課c366 ―7309へ

◆体験教室

①「ちょっと昔のせんたく＆アイロン体験」

1月25 日出 、2月８日出・22 日出､3 月８日山各午前10R ～午後3時

会場博物館プレイルーム前テラス　費用無料

②「石臼を使ってタンゴをつくろう」

2月１日倒・15 日出 バ3月１日山 一15日0二）各午後1時からと午後2 時か

ら　会場博物館実習室　定員各回先着5 人　費用無料

圃①②とも当日会場で

◆展示解説会

１月18 日印. 2B1 円剛・拓日阡丿茖午芻3鵑から

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

、
尊
い
命
や
財
産
が

、一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
ま
し
た

文
化
財
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す

１

月
2
6
日

㈲

は
文

化

財

防

火

デ

ー
で

す

。

昭
和
2
4
年

１

月
2
6
日

に

、

法

隆

寺

金

堂

の

壁
画

が
不

審

火

に

よ

り

焼

損

し

た

こ

と

を

き

っ

か

け

に

、

全

国

的

な
文

化

財

防

火

運

動

が
展

『絵本はじめのいーっぽ』
「おはなしボランティア」が乳幼

児（O歳～3歳くらい）とその保護者

に絵本の読み聞かせを行います。

時間…午前10 時30 分～11 日劃O 分

定員…当日先着20 組

費用…無料

開

さ

れ

て

い
ま

す

。

い
ざ

と

い
う

と

き

に

備
え

市

内

四

ヵ

所

で

市

消

防

局

・
地

域

の
住

民

な

ど

が
参

加

し

て

、

防
火

訓

練

を

行

い
ま

す

。

○
メ

ー

ン

会

場

本

土

寺

＝
１

月
2
4
日

脂

午
前
1
0
時

か

ら

レ

サ
ブ

会

場

博

物
館

＝
１

月
2
3
日

水

午

前
1
0
時

か

ら

、

戸

定

邸

＝

１
月
2
3
日

米

午

後

２
時

か

ら

、

万

満

寺

＝
１

月
2
7

日

丱
午

前
1
0
時

か

ら

圖

社

会

教

育

課

文

化

財

係

容
3
6
6・

1/17' 窗 Ｃ Ｍ Ｓ子 育 て 支 援 セ ン タ 一 （六 高 台 保 育 園 内 ）

2 蟐 ）チ エリ ツシ ユ ・サポ ー ト ・シ ステ ム( 野菊 野 保 育 園内)

24銜 常盤平児童福祉館

■根木内こども館(晴香園内､根木内145) でも始まります

1月2∠L囗廊から、毎月第∠L金曜日午後2時～2時40分

※咎会場とも駐車場はありません。

圜市立図書館S365 ―引 巧､岫松戸市おはなしキャラバ

ンS344-303ﾜ

１

月
1
5
日

水

午

後

Ｏ

時
1
5
分

～

Ｏ

時
4
5
分
　

会

場

市

役

所

一
階

連

絡

通

路
　

内

容

頼
玉

龍

（
馬

頭

琴

）
、
小

山

内

玲

恵

子

（
お

話

し

）

に

よ

る

『
万

馬

の

と

ど

ろ

き

』

ほ

か

を

演

奏
　

呰
用

無

料

※

生

の

演

奏

を

お
子

さ

ん

と

一

緒

に

気

軽

に

お

楽

し

み

く

だ

さ

い
。

圈

社

会

教

育

課

登
3
6
6・
7
4
6
2

休

診

日

１
月
1
6
日

米

・
1
7日

原

圖
市

立

病

院
小
児

科

外

来

登
3
6
3
・
2
1
7
1

内

線
2
1
0
2

淡
路
大
震
災

阪
神

昨年の防火訓練（戸定邸）

乳幼児のための読み聞かせサポート

昨年度の展示風景

SS関連行事

おひつ・文机・火鉢・やぐらごたつ・ゆたんぽ・かいまき・針箱ほか

40 ～30 年くらい前の団地の2D  K

ステンレス流し台・ダイニングテーブル・食器棚・電気冷蔵庫 一電

気炊飯器・ガスコンロ・テレビ・ステレオほか

●体験コーナー「蚊帳（かや）の中に入ってみよう」（土 一日曜日 、

祝日）

市
立
病
院
小
児
心
臓
外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

第
4
7
回
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト



市民劇団「楽屋なべ」

レシピ（5 人前）

鈔巾着をつくる。

餅、むきエビ 、銀杏

を油揚げに詰め、口

をかんぴょうで結ぶ

番鍋に､ 大根1/3本分

人参1/2本分、ごばう1/3

本分、里芋、こんにゃくを入れ、サラダ油大

さじ3で炒める

參②の鍋に水約1.5リットル( 材料がひたひた

になるくらい)を入れ､粉末だし15g を入れる

⑥頃合を見て醤油100oc､ 塩少々で味付けする

⑩鍋の具に火が通ったところに①の巾着、白

菜、豆腐の順に入れ、弱火にする

＠ 最後に味を調え、ゴマ油を落として出来上

がり

※お好みで七味をかけてお召し上がりください。

ペッタンペッタン上手につけました

大
勝
院
幼
稚

園

（
園
児
三
百
七

十
人
）
で
、
1
2月
1
7日

、
鳴
戸

部

屋
の
力
士
を
招

い
て

餅
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

同
園
に

や
っ
て
来
た
の
は
、
幕

下
の
勝
馬

山
ら
若
手
三
人

。
園
児

た
ち

の
「
よ

い
し

ょ
、
よ
い
し

ょ
」

の
掛
け
声

の
も
と
、

九
十
い

の
餅

を
力
強
く

っ
き

あ
げ
ま
し

た
。

つ
き
た

て
の
お
餅
は
、
早
速

き

な
粉
餅
に
し
て

、
み
ん
な
で
お

い

し
く
食

べ
ま
し

た
。

７

０
乙

【
】
ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

赤

い
靴

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
金
曜
日
午
後
６

時
～

９
時

会
場
八
ヶ

崎
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対

象

初
級
程
度
の
人
　

費
用
月
三
千

円

（
入
会
金
千
円
）

固
中
野

容
0
9
0
・
６
４
８

７
・
６
１

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お いし く で き た わ よ

二

回
目

と
な
る
同
コ

ン
テ

ス
ト
に
は
、
市
内
の
四
団
体

が
自
慢

の
ア
イ

デ
ア
鍋
で
出

場

。
ま

た
、
二
十
世
紀
梨

が

取
り

持
つ
縁
で
、
松
戸
市
と

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図

っ
て

い
る
鳥
取
県

か
ら
岩
美
町

が

「
カ
ニ
な
べ
」
で
特
別

参
加
し

ま
し

た
。
参
加
五
組
の
鍋
は
、

会

場
で
振
る
舞
わ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
人
た
ち
を

喜

ば
せ

て

い
ま
し
た
。

な
お
、
市

長
賞
に
は
、
松

戸
市
民

劇
団
の
「
楽
屋
な

べ
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

みんなで走った

会

員

募

集

小金発

新春親子マラソン大会

1月２日 、小金北小学校で小金新春親子

マラソン大会が行われました＝写真＝。

小学生から大人までの約200 人が参力[]

し 、全員が見事に完走しました。

｢今年も健康な1 年 を送れそう です｣

と話す参J][]者。走り初めとなったこ の大

会では 、みんな が腮れ皓れとし た表情を

し ていました。

圜

ゆ
り

の

会

・
福

原

合
0
9
0・
１

５

４

２

・
5
9
4
0

［

］
小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

新

春

芸

能

発

表

会

１

月
2
6
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

会

場

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

民

謡

・
舞

踊

・
カ

ラ
オ

ケ

ほ

か
　

費

用

無

料

圜

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

合

3
4
4
・
8
2
7
0

地
場
野
菜
を

ふ
ん
だ

ん
に
使
っ

た
鍋
料
理
で
不
景

気
を
吹

き
飛

ば

そ
う
と
、
1
2月

１
日

、「
七
福
神
鍋

七
福
神
鍋
コ
ン
テ
ス
ト
で
腕
く
ら
べ

元
気
が
で
る
ア
イ
デ
ア
鍋
料
理

※身近な情報をお寄せください。

台座には「なかよく　ただしく　たくましく」

と子どもたちへの願いが刻まれています

］１１
月
3
0
日

、

小

金

小

学

校

で

創

立
百

三

十

周

年

を

祝

う

記

念

行

事

が
行

わ

れ

ま

し

た

。

同

校

は

明

治

６

年

、

東

漸

寺

の

一

部

を

仮

校

舎

に

黄

金

小

学

校

と

し

て

創

立

。

そ

の
後

、

町

村

合

併

な
ど
を
経
て
、
昭
和
2
9年
に
市
立

小

金
小

学
校
と
改
称
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
全
校
児
童
に
よ
る
記

念
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
除
幕
式
や
、

多
く
の
来
賓
を
招

い
て
記
念
式
典

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
式
典
で

児

童
会
長
の
羽
田

徳
士

さ
ん
（
六

年

生
）
は

「
皆
さ
ん

が
築

い
て
き

た
伝
統
を
、
こ
れ
か
ら
も
守

っ
て

い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ

つ
。
参
加

者
全
員
で
「
ふ

る
さ
と
≒

里

の
秋
」

な
ど
を
合
唱
し
、
創
立
百
三
十
周

年

を
祝

い
ま
し
た

。

な
お
、
学
校

の
沿

革
や
在
校
児

童
全
員
の
夢
を

つ
づ
っ
た
記
念
誌

「
黄
金
」
と
小
金

の
歴
史
読
本
「
こ

が
ね
」

が
発
行

さ
れ
ま
し
た

。

１
　

菩
乕

無

料

（
た

だ

し

テ

キ

ス

ト

代

千

円

）

※

初

心

者

歓

迎

圃

当

日

会

場

で

固

体

育

指

導

委

員

・
松

丸

昔

猖
・

【

】
初

心

者

講

習

会

（

社

交

ダ

ン

ス

）

１

月
1
6
口

～

２

月
2
7
口

の
毎

週

木

曜

日

〔
全

七

回

〕

午

後

７
時

～

９

時

会
壻

八
ヶ

崎

市

民

セ

ン

タ

１
月
1
9
日

㈲

・

時

～

午

後

１

時

会

堋
小
金

原

体
育

館

対

皋

小
金

原

地
区

住

民
　

春
用

百

円

（
保

険

料

）

隰

当

日

会

場

で

2
6囗

㈲
午
前
９

小金発

小
金
小
学
校
は
百
三
十
歳

み
ん
な
で
祝
っ
た
創
立
記
念

「
」
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
教
室

催
　

し
　

物

熟年男性の料理教室

2月26日困・27日困・28日窗〔全3回〕

午前10時～午後1時30 分　会場市民会館

内容初歩的な家庭料理　対象市内在住で

全回参加でき、料理教室に初めて参加す

る60歳以上の男性　定員30人（抽選）

費用1,500円

圃2 月３日㈲〔必着〕までに、ハガキまた

はファクスに住所・氏名・年齢・電話番

号を記入して、〒271 -0094 松戸市上矢

切299 の1総合福祉会館内 松戸市社会福

祉協議会ボランティアセンター「熟年男

性の料理教室」担当(B368-0536 、fl

362-5963) へ

河川見学会

１月24日㈹午後1時市役所地下玄関前集

合　内容松戸排水機場と古ケ崎浄化施設

を見学（当日はポンプを稼動） 定員先

着25人　費用無料

圃電話で河川清流課Q366-1152 へ

松戸市教育改革市民懇話会

悁22 日水)午後6時から 会場市役所議

会棟3階特別委員会室 傍聴定員15人程度

圃当日午後5時30分～6時の間二 会場で

固教育委員会企画管理室Q366  -7455

住宅リフォーム相談と市民講座

1月18日出 午前10時～午後4時一住宅リ

フォーム相談、午後2時～3時＝市民講座

(松戸住宅リフォーム相談員によるリフ

ォームのポイントとバリアフリー住宅)

会場馬橋東市民センター　費用無料

圃当日会場で

圖 松戸住宅リフォーム相談員協議会昔

361-95 ∠15

小 ・中学校入学 通知書を各家庭に郵

送します

入学通知書は、１月27日頃郵送する予

定です。該当するお子さんがいて、１月

末までに通知書が届かない場合は、ご連

絡ください。なお、入学指定校に入学す

ることができない事情がある場合は、学

務課にご相談ください。

圜学務課学務係c366-7457

第3 回江戸川左岸 圏域 ・流域懇談会

１月28日㈹午前10時～正午　会場東葛

飾支庁6階第1会議室　内容江戸川の千葉

県側に位置する県管理河川の整備計画策

定のための懇談会　傍聴定員先着100人

圃当日会場で

固 千葉県都市河川課登043  -223 -3156

就 職 を希 望 す る人 に　 パ ソ コン研 修

後 期 （II ） 受 講生 を 募集

⑦2 月４日㈹・５日収・６日困 ⑧2 月12 日

伽 ・13 日休）・14 日叫）⑨2 月17 日（月）・18 日

㈹・19 日冰）⑩2 月20 日休）・21 日廊 ・24 日

（月）⑩2 月25 日㈹ ・26 日収 ・27 日収 〔各全

3回〕午前9 時40 分～ 午後5 時10 分 会場

明生情報ビジネス専門学校（新松戸駅下

車徒歩2 分） 内容ウィンドウズ基本操作

・文書作成・表計算 ・インターネット活

用法等　対象市内在住の求職者で全回出

席できる人　 定員各40 人 （抽 選） 費用

2,000 円程 度 （テキスト代）

※日程の○数字はコース番号です。

圃1 月22 日㈲ 〔消印有効〕までに、ハガ

キに希望のコース番号（第3 希望 まで）・

住所・氏名・年齢･ 電 話番号 を記入 して、

〒271  ―8588* 公戸 市役所商工観光課労政

係(S366-7327) へ

青少年会館トレーニング機器操作講

習会

１月18日仕)午後6時～8時 会場青少年会

館樋野口分館　対象16歳以上の人　持ち

物運動着・上履き　費用無料

圃当日会場で

固 青少年会館c344-8556

平成15 年住宅・土地統計調査の事前

調査

平成15年10 月1日現在で実施する住宅

・土地統計調査の事前調査のため、１月

中旬から2月にかけて千葉県から任命さ

れた指導員が対象地域を巡回します。皆

さんのご理解とご協力をお願いします。

なお、指導員は、指導員証を携帯して

います。不審な点がありましたら、お問

い合わせください。

固総務企画本部総務課統計係登366-80

56

パート タイマー労働者・若年者就労

支援合同面接会

本人が仕事の内容や勤務条件を十分に

理解し、希望する就職ができるよう支援

するため、各事業所との合同面接会を千

葉県と共催で実施します。

2月5日㈲午後1時30分～4時 会場プラ

ザペイアン柏　対象①パートタイムで就

業を希望する大②30歳未満で仕事を探し

ている大

※各事業者は求人票を提出して、就職支

援合同面接会にご参加ください。

猖ハローワーク松戸求人部門公367 －86

09

園
児
が
お
相
撲
さ
ん
と
餅
つ
き

小金・小金原・

小金原発

馬橋支所版

市長賞鍋

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
テ
ク
ノ
2
1（
松

戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
山

で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小金発



松戸ハワイアンサークル活動風景 ひなげしの会活動風景

友

愛

訪

問

を

続

け

て

き

ま

し

た

。

松

戸
（

ワ

イ

ア

ン

サ

ー

ク

ル

は

、

昭
和
6
1
年

４

月

に

設

立

。
以

来

、

高

齢

者

の
健

全

な

生

き

が

い

に

つ

な

が

る

よ
う

、

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

で
（

ワ

イ

ア

ン

ダ

ン

ス

を

指

導

し

た

り

、

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

を

慰

問

、
地

域

で

の

高

齢

者

の
会

食

会

等

に

協

力

し

て

き

ま

し

た

。

「
今

回

の
受

賞

を

励

み

に

、

地

域

で

の
活

動

を

続

け

て

い

き

た

い
。

一
人

で

も

多

く

の
人

に

喜

ん
で

い

た

だ

け

れ

ば
う

れ

し

く

思

い
ま

す

」

と

両

会

長

は

話

し

て

く

れ

ま
し

た

。

常盤平発
賑わった八景台町会『町民のつどい』

「みんなでつくろう

倥みよいまち」をスロ

ーガンにまちづくりを

進める千駄堀の∧景台

町会は 、１１月旧 日 ・

り 囗に町民のつど い

を開催しました。

：　 作品コーナー（絵画 一手芸等の展示）や体験コーナー（七宝

ｉ兢・クリスマスリース等の制作）の他 、ビンゴゲーム等が行わ

れ＝写真＝、終日、町会の人たちで賑わいました。

五
百
円

（
資
料
代
等
）

固

特
別
養
護

老
人

ホ
ー
ム
や
わ
ら

木

苑

登
3
8
6
・
0
2
1
3

［
］
や

わ

ら

木

苑

十

周

年

シ

ン

ポ

ジ

ュ

ウ

ム

「

介

護

を

受

け

な

が

ら

豊

か

な

生

活

を

」

１
月
2
5日
出
午
後
１
時
～
３
時

催
　

し
　

物

［

］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

山

野

草

を

育

て

る

楽

し

み

」

１
月
1
9
日

襾

午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会

場
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー
ム

三

階

（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

二

分

）

謡
師

日

本

野

草
通

信

編

集

者

・
石

原

篤
幸

氏
　

鷲

用
無

料

固

金

本

（
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム
内

）

登
3
8
6・
Ｏ

り乙
り乙
↑
１

【

】
新

春

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

ー
月
1
9
日

測

午

後

３

時
3
0
分

～

８

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
2
1
レ

セ

プ

シ

ョ

ン

ホ

ー
ル
　

内

容
ト

ラ

イ

ア

ル

ほ

か
　

眥

叩

卞
円

（
飲

み

物

付

き

）

固

常

盤
平

ダ

ン

ス
サ

ー

ク
ル
（

ツ

ピ

ー

ワ

ン
実

行

雲

貝
会

・
佐

藤

昔

3
8
7
・
3
0
3
9

常設展示講座「松戸の地層 と旧石器

時代」（市立博物館 ・友 の会共催）

１月25日出午後1時30 分～3時　会場市

立博物館常設展示室他　内容講師と常設

展示を見学し、講義を聴くシリーズ第1

回　講師柴田徹氏（考古石材研究所代表

取締役・市立博物館研究員）　定員当日

先着80人　費用200 円（友の会会員は無

料）

圖市立博物館Q384-8181

市立 博 物館 講演 会　 自然 を語 るII

｢ 利根川 の自然環境変逧史｣

2月2日(日)午後1時30 分～3時 内容利根

川周辺地域の河川環境・地形環境の成り

立ちとその変遷　講師筑波大学助教授・

池田宏氏　定員80人(抽選) 費用無料

匣1 月24日㈲〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・電話番号を記入して、

〒270-2252 松戸市千駄堀671 市立博物

館｢ 自然を語るＨ｣ 係(R384  -8272) へ

市立博物館考古学特講｢ 考古学で語

る古代東国史｣

2月2日・16日、3月2日・16日の日曜日

〔全4回〕午前10時～11時30分 内容最新

の考古学の研究成果から東国古代史を見

1
2月
2
4
日

、
市

内

で

社
会

奉

仕

活

動

を

続

け

る
、

ひ

な

げ

し

の

会

（
瀬

谷

徹

会

長

、
会

員

四

上

二
人

）
、

松

戸
（

ワ
イ

ア

ン
サ

ー

ク

ル

（
緑

川

ヤ

エ

子

会

長

、
会

員

六

十

六

人

）

の

二

団

体

が
千

葉

県

社

会

奉

仕

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

こ

の

賞

は

、

各

地

域

で

長

年

社

会

奉

什
活

動

を

行

い
、

社

会

福

祉

の

増

進

に

顕

著

な

功

績

が

あ

っ
た

個
人

・
団

体

を

表

彰

す

る
も

の
で

す

。

ひ

な

げ
し

の
会

は

、

昭
和
6
0
年

４

月

に

設

立

さ

れ

、

高

齢

者

を

対

象

に

定

期

的

に

ふ

れ

あ

い
食

事

竝

を

開

催

し

た

り

、
在

宅

高

齢

者

に

日

頃

よ

ひ

声

を
掛

け

合

う

な

ど

の

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

千
葉
県
社
会
奉
仕
賞
を
受
賞

※身近な情報をお寄せください。

吉次さん(五中)の研究論文が日本学生科学賞入選

県の地方審査を経て、中央審査会に出品されていた吉次博昭

さん( 第五中学校3 年生) の研究論文｢ 甲虫の研究9｣ が日本学生

科学賞で2等に入選しました。

この賞は、戦後囗本の復興を願い 、未来の俯秀な科学者を生

み出すため195｢7年に創設されたもので､ 理科教育に基づ＜中学

・高校生の公募コンクールとしては、国内で最も伝統と権威の

あるものです。

吉次さんは、小学1 年生の頃からクワガタなど虫の生態系等

を研究し 続けてきました。県審査会では、5年連続で入選して

いましたが、中央審査会での人選は初めてです。

｢論文が評価され、とてもうれし＜思います。将来は医師に

なり、難病等を研究してみたい｣ と話してくれました。

生き物調査員（市委嘱）として、東

部地区周辺の動植物も調査している

吉次博昭さん

千葉県科学作品展で最優秀賞を受賞
千葉県児童生徒・教職員科学作品展科学論文の部で、津田和

久さん（河原塚小学校5 年生）の研究論文「ぽくが出会ったク

モ達ｍ～ジョロウグモとくらした」が證優秀9 作品の一つに選

ばれ、千葉県教育研究会理科教育部会長賞を受賞しました。

21 世紀の森と広場の自然観察会で、アリゲモを見つけたこと

がきっかけとなり、ク王に興味をもっか洋田さん。小学3 年生の

時から 、ジョロウグモの研究を始め、夏休みごとに、その結果

をまとめてきました。今回の受賞作品は、これまでの研究の集

大成で、全42 ページにもなる大作です。

「益虫であるクモをこれからも研究し 、来年は全国の審査会

で入賞したい」と話す津田さんの今後の研究成果が楽しみです。
論文表紙のジョロウグモは、祖母に

教わった張り絵で描かれています

直す　講師市立博物館学芸員　定員30人

（抽選） 費用無料

圃1月24日㈹〔必着〕までに、往復ハガ

キに住所・氏名・電話番号を記入して、

〒270-2252 松戸市千駄堀671 市立博物

館「考古学特講」係(S384-8272) へ

普通救命講習会 （応急手当の基本）

１月25日①午前9時～正午 会場消防局

5階講堂　内容成人への心肺蘇生法、止

血法　定員先着30人　費用無料

※修了者には普通救命講習修了証を交付

※一時保育あり（1歳10ヵ月以上就学前ま

で、おやつ代1人200円、要予約）

圃1月16日困午前8時30 分～午後5時の間

に、電話で消防局救急防災課指導担当昔

363-1116 へ

こども料理教室「バレンタインは手

作り チョコで」

2月1日（土）午前10時～正午 会場小金市

民センター　内容マシュマロ・レーズン

・コーンフレークを入れたチョコレート

対象小学2年生以上　定員先着20 人　費

用300円（材料費）

圃1 月15 日出午後1時から、電話で常盤

平児童福祉館S387-3320 へ（月曜休館）

平成14 年度松戸市職員「看 護師」の

採用試験

受付期間1月21日㈹まで（土・日曜日

を除く、午前9時～午後4時45分） 受付

場所市役所新館4階人事課　試験日2月２

日（日） 試験会場市役所本館2階大会議室

奈本日から必要書類を人事課で配布

固 人事課人事係S366  -7306

市立保育所臨時職員 （保育士 ）登録

者を募集

臨時職員として登録し、市内公立保育

所で必要が生じた場合に連絡します。

勤務時間月～金曜日の午前9時～午後4

時、土曜日の午前9時～午後O時30 分　対

象保育士資格がある人　募集人数若干名

固保育課公366-7351

今春開設の特別 養護老人ホームでパ

ート職員を募集

勤務施設松戸愛光園（平成15 年5月開

設予定）　内容介護・看護・調理助手・

配膳・洗濯・事務・夜警スタッフ

匣1 月24日脂までに、履歴書を郵送で〒

270-2298 松戸市高塚新田123 の1　社会

福祉法人聖隷福祉事業団松戸愛光園準備

室(H330 ―8125) へ

松戸 駅 市 民 ギ ャ ラリ ーの利 用 受 け付

け と説 明 会

１月22 日冰）午後6 時 から　会場京葉ガス

Ｆ松戸ビル6 階会議室 内容3 月28 日廊～

7月４日㈲の利用分　 対象個人・団体・プ

囗・アマを問 わず市内に在住・在勤して

いる自作品 を展示できる人（前回当選し

た抽 選日から１年未満、子ども・学生・

営業 ・宣伝目的は不可）　 持ち物筆記用

具・印鑑　 費用無料

※空 きがあれば23 日的から、電話で受け

付けます。

固 社会教育課市民文化係Q366-7462

千葉県生涯大学陶芸専攻科作品展

悁23 日休卜26 日(日)午前10時～午後8時

(初日は正午から、最終日は午後6時まで)

会場柏市民ギャラリー(柏高島屋S館8階)

費用無料

目千葉県生涯大学校東葛飾学園江戸川台

校舎陶芸専攻科・長谷川S345  -0971

松戸税務署短期アルバイトを募集

期間2月中旬～3月下旬　職務補助作業

および軽作業 対象18歳以上50歳未満の

人（学生可） 募集人員50人程度

胆松戸税務署総務課£5363―1171

東部発

常盤平・六実・

東部支所版

3
0分

会
場
常
盤

平

市
民
セ
ン
タ

ー

内
容
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
に
医

師
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
施

設
職
員
を
迎
え
、

そ
れ

ぞ
れ
の
立
場

か
ら
発
言
　

曹
用

常盤平発

澤田さん(河孫塚小)が 東部発



※身近な情報をお寄せください。

鳥
取
県
か
ら
松
戸
市
へ

二
十
世
紀
梨
、
生
誕
の
地
に
「
感
謝
の
碑
」
を
建
立

1
1
1
1

月
2
9
日

、
二

十

世

紀

公

園

三

十

世

紀

が

丘
梨

元

町

）

に

「
感

謝

の
碑

」
が
建

立

さ

れ

、
松

戸
市

長

、

鳥

取

県

知

事

ら

が
出

席
し

て

除

幕

式

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

こ

の

「
感

謝

の
碑

」

は

、
本

市

が
二

十

世

紀

梨

の

発

祥

の

地

で

あ

る
こ

と

で
交

流

を

深

め

て

い
る

鳥

取

県

か
ら

贈

ら

れ
た

も

の
で

す

。

「
碑

」

は

梨

を

モ

チ

ー

フ
に

し

た

ス

テ

ン
レ

ス

製

で

、

台

座

を

含

地域活動の拠点

上矢切第三町会会館が完成

感謝の碑

め
高
さ

は
約
二

・
五
片
。

除
幕

式
の
あ
と
、
大
橋
小
学
校

に
場
所

を
移
し

、
鳥
取
県

か
ら
二

十

世
紀
梨
の
改
良
種

「
お
さ
ゴ
ー

ル

ド
」
の
苗
木
三
本

が
植
樹

さ

れ

ま
し
た

。

「
お
さ
ゴ
ー
ル
ド
」
の
苗
木
を
記
念
植
樹

本庁発

『
朝
日
の
び
の
び
教
育
賞
』
を
受
賞

匳
一
戸
市

に
夜

間
中

学

校

を

つ

く

る
市

民

の
会

（
藤

田

恭

平

代

表

）

が
、

い１１一
月

に

「
朝

日

の

び

の
び
教

育

苣

（
朝

口

新

聞

社

主

催

）

を

受

賞

し

ま

し

た

。

こ

の

賞

は

、

学

校

や

地

域

を

舞

台

に

、

創

意

と

工

夫

に

満

ち

た
活

動

を

行

っ

て

い
る

｢安全で安心して暮らせる街づ
くりキャンペーンin新松戸Ｖ｣

上矢切第三町会会館がこのほど完成し 、12

月８日竣工式が行われました。

この町会会館は 、町会の資金と県や市の補

助により 、古くなった以前の会館を建て替え

たもの＝写真＝。

子どもからお年寄りまで安心して使えるよ

うバリアフリーに配慮した設計で、地域活動

の拠点として、町会や老人会、子ども会等幅

広＜利用されます。

町会長の長谷川貞司さんは「皆さんのふれ

あいの場として､この施設を使っていただき、

ますます地域交流の輪が広かっていくことを

期待しています」と話していました。

団

体
を

対

象
と
し

た

も

の
で
、

そ

の
活

動
が
着
実
に
成
果

を
挙

げ
て

い
る
と
認

め
ら
れ
て
の
受

賞
で
す
。

同
会

で
は
様
々
な
理
由

で
義

務
教
育
を
受
け
ら

れ
な

か
っ
た

人

、
十
分
な
教
育

が
受
け

ら
れ

な
か
っ
た
人
等

が
、
週
二

回
の

夜
間

、
勤
労
会
館
で

学
ん
で

い

ま
す
。
授
業
料
は

無
料

で
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
先
生

役
を
引
き
受

け
、
漢
字

・
数
学

・
英
語
基
礎
等
を
一
斉
授
業
で
、

ほ
か
に
個
別
授
業
＝
写

真
＝

で

自
分
の
し
た

い
勉
強

に
も
取

り

組
ん
で

い
ま
す

。
同
会

で
は
学

び
た

い
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・

ス
タ
ッ
フ
奎

咎
集
し
て

い
ま
す
。

11月30 日、「安全で安心し て暮らせる街づ

くりキャンペーンin 新松戸Ｖ」が新松戸中央

公園で行われ、町会・自治会・防犯協会・自

主防災組織の関係者等800 人が集まりまし

た＝写真＝。

［地域の自治］という共通の目標のもと、

各団体が連携を取りながら一体となって防災

訓練・防犯パトロールを実施しました。

再 生木 製品 展示 ・販 売

受付期間2 月６日㈲までの午前10 時～午後

4時（土・日曜日 、祝日を除く 、2月６日困は

午前11 時まで） 場所和名ヶ谷クリーンセン

ター内ミニリサイクルプラザ（和名ヶ谷1349

の2 ） 抽選会2 月６日困午前11 ㈲から

※ホームページでも見られます。

hUp://www.intership.ne.jp/~mcity/

matsudo/gomi/saisei/

因ミニリサイクルプラザS392-3051 、環

境計画課0366 ―ﾜ332
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を
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新

松

戸

ダ
ン

ス

サ

ー
ク

ル

・
沓

野

昔
3
4
8・
2
8
3
6

（
夜

間

の
み

）

［

］
狭

山

事

件

の

石

川

一

雄

さ

ん

と

語

ろ

う

１

月
2
5
日

出

午

後

２
時

か
ら

会

場

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

市

民

の
立

場

か

ら
狭

山
事

件

の

持

つ
意

味

と

日

本

の
司

法

・
裁
判

制

度

に

つ

い

て
語

昨
人
口
う

曹
用

三

百

円
圜
狭

山
事

件

に

と

り

く

む

東

葛

住

民

の

会

・
古

賀

容
0
9
0・
５

３

０

５

・
４

１
・０

０

［

］
講

演

会

「

シ

ュ

タ

イ

ナ

ー

教

育

と

私

達

」

１

月
1
8
日

出

午
前

９

時
3
0
分

～

ｎ
一
時
3
0
分

会

場

市

民
劇

場

講

師

西

川

隆

範

氏
　

菩
乕

千

円

圖
松

戸

シ

ュ

タ
イ

才

・‐・
の

会

・
金

澤

昔
3
9
2・
5
1
2
6

［
］
た

の

し

く

あ

そ

ん

で

リ

ト

ミ

ッ

ク

月

三

回
火

曜

日

午

前

中
　

侖
場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ

う

ま

つ
ど
　

対

象

平

成
1
2
年

度

生

ま

れ

の
幼

児

費

用

廾

二

千

六

自

円

（
教

材

費

を

含

む

、
入

会

金

な

し
）

固

峰

守

昔
3
6
3・
9
3
3
3

（
午

後

３

時

以

降
）

【
】
健

康

体

操

も

く

れ

ん

毎

週

木

曜

日

〔
第

三

木

曜

日

を

除
ぐ

〕

午

前
1
0
時

～
一‥１１
時
3
0
分

会
場

勤

労
会

館
　

内

容
ス

ト

レ

ッ

チ

ー
リ

ズ

ム

体

操

・

ゲ

ー

ム

他

対

象

成
人

女

性

鷺

用
月

手

五

百

円
（
入

会

金

千

円

）

固

松

田

昔
一
周
3
8
7・
7
8
4
9

［
］
雪

に

親

し

む

会
（

ス

キ

ー

）

２

月

７
日

金
伊

勢

丹

松

戸

店

前

広

場

午

後

９

時

集

合

、

９

囗

㈲
午

後

９

時

解

散

予

定

〔
二

泊
三

旦

会

場

裘
磐

梯

猫

魔

ス

キ

ー
場

定

員

先

着

四

十

人
　

費
用

二

万

二

千

円

（
往

復
バ

ス
代

、
傷

害

保

険

料

、

宿

泊

代

、

食

事

代

を
含

む
）

※
無
料

レ

ッ

ス

ン
（
希

望
者

の
み

）
。

技

能

テ

ス

ト

あ

り

（
有

料

）

圃

電

話

で
松

戸
市

ス

キ

ー
連

盟

・

高

橋

登
3
6
2・
1
8
0
0

百

曜

日

、

祝

口

を

除

ぐ

午

前

９

時

～

午

後

６

時

）

へ

【
】
バ

ド

ミ

ン

ト

ン

冬

季

ダ

ブ

ル

ス

大

会

２

月

２
日

㈲
午

前

９

時

か

ら

会

場

松

戸

運

動

公

園

体

育

館
　

対

象

車

内
在

住

・
在

勤

の

人
　

種
目

男

女

ダ

ブ

ル

ス

（
一

部

～

四

部

）

費

用

協

会
登

録

者

千

二

百

円

・
未

登

録
者

二

千

円

登

録

料

を

含

む

）

圃

１

月
1
7
日

原
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

登

録
者

は
所

定

の

振

り

込

み

用

紙

で

申

し

込

ん
で

く

だ

さ

い
。

※
未

登
録

者

は

、

お
問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い

。

圖

美

濃

昔
3
8
9・
7
5
1
1

新松戸発

矢切発

本庁・新松戸・

矢切発

矢切支所版

ミニリサイクルプラザ

松
戸
自
主
夜
間
中
学
校
が

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。


